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会計における人工物：歴史的観点より

清 水 泰 洋 a

会計は人工物から構成される実践であるが，会計史研究において人工物そのもの

に注目する研究は決して多くなかった。本稿では，現在までに見られた，会計にお

ける人工物について歴史的に検討した研究をレビューする。会計における人工物と

して，製本簿以外の会計記録の手段に注目することにより，会計やその背後にある

経済関係の普遍性を見ることができる。会計史研究においては，帳簿以外の人工物

に注目することが可能であり，それらに着目することにより，人工物が会計に対し

て与える影響について知ることができる。

キーワード 会計史，人工物，帳簿，機械化会計

1 は じ め に

会計は，記憶を記録に代替させる行為である。その実践においては，実に様々な「もの」，

すなわち人工物に取り囲まれている。取引を記録するためには，紙の帳簿や筆記具などの手

段が必要であり，人工物の助けを借りずして会計を行うことは不可能であろう。また，会計

において記録されるその内容も，人工物であるといえる。資産の会計において，資産が最初

に認識されるとき，それは取得原価で計上される。取得原価は購入価額ではなく，購入価額

に付随費用が加算された金額である。さらに，平均法を採用する棚卸資産のように，単価の

異なる同種の資産が受け入れられて単価が付け直される場合，原価計算により諸種の原価要

素が集計される場合など，会計において記録される金額は常に集計・計算され，人工的に導

出されたものである。最も人工的な会計数値の一つが利益であろう。利益は，特定の資産に

よる具体的な裏付けを持たない概念上の金額であり，利益計算の過程を通じてのみ算出され

る人工物である。このように，会計は有形無形問わず，人工物によって構成されているとい

えよう。会計史研究においては，ここで人工物とした会計上の概念や制度が研究対象として

取り上げられることが多いが，これらを人工物として意識した研究は多くない。

概念に限られない人工物に着目する研究には一定の意義があると考えられる。人工物に関
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する研究上の関心は，経営史においても注目すべきアプローチとして取り上げられてきた。

例えば経営史研究の再考を促した研究方法に関わる書籍である Scranton and Fridenson

（2013）では，経営史の研究機会として人工物を第 1にあげ，タイプライターの導入プロセ

スと職場の変化を考察した Gardey（2006）や，社内文書を作成，複製，伝達するための様々

な人工物が近代企業の出現を支えたことを示した Yates（1993）などを参照している。人工

物は，特定の場所や時代の物質文化を反映したものとして理解されると同時に，歴史的変化

を生み出すものとして取り扱われるである。タイプライターの導入は，職業の再定義をもた

らし，タイプライターを取り巻くその他の人工物とともに新たな職場環境を生み出したし，

文書複製装置は，公式的な文書に基づく社内の指揮系統を確立することに貢献したのである。

会計史研究に目を転じてみると，経営史研究と同様の人工物に関する研究は可能であり，

また人工物と明確に認識しないながらも人工物を対象とした研究が存在している。そこで本

稿では，会計やその周辺にあるものを人工物とみて研究の対象とするアプローチに注目し，

どのような研究がなされてきたかを概観した上で，このようなアプローチのさらなる展開の

可能性について論じる。上に触れたように，会計に関わる人工物には会計上の概念も含まれ

うるが，これらは会計思想史や会計理論史で取り上げられる内容であり，本稿では有形物を

中心として検討とするものとする。会計記録は，会計帳簿以外の記録を対象とする研究を主

として取り上げ，文字による紙面への会計記録はそれを明示的に人工物と見なす研究を中心

に補足的に取り上げることとする。

考察の対象となる文献は，近年の研究については，会計史研究の専門誌である Accounting

Historyに毎年掲載される，会計史研究出版物リストである “Accounting History Publications”

より参照し（Anderson 2013, 2014, 2015, 2016, 2017 ; Persson, 2019a, 2019b, 2020, 2021, 2022,

2023），これに加えて主要な過去の研究を必要に応じて取り上げている。人工物という観点

を強調する研究は決して多くはないが，会計において用いられる道具の多様性を示すことよ

り，会計行為の多様性と普遍性が明らかになるだろう。

2 人工物としての会計記録

会計記録は，いうまでもなく人工物である。その中でも，研究においては手書きの製本簿

には特別な地位が与えられてきた。複式簿記が誕生する前より，会計記録は最終的に帳簿に

行われるものであると合意されてきたといってもよいだろう。帳簿に記入される前段階の記

録として，メモや下書きなど様々な未製本の記録が存在したことは容易に想像されるが，帳

簿と比較すると保存性に劣り，結果として現在まで残存するものが少ないため，資料として

の利用可能性は高くない。結果として帳簿は実証的な会計史研究においては主たる資料とな

り，その例外となる記録の存在に対して特別な注目がなされることは多くない。
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他方，帳簿以外の会計記録は，様々な時代や場所で存在してきたことが知られている。こ

れらの文字以外の人工物は会計史研究においては，特殊な記録手段という位置づけで，考察

の対象となってきた。また，時代が経過して製本簿へ記録することの問題点が顕著になるに

つれ，会計職能に機械やコンピューターの導入が進展する。これらの会計職能を果たす人工

物は，その導入に際して製本簿とは異なる問題や環境をもたらすため，研究対象となってき

た。本節では，これらの会計記録に用いられた人工物を対象とした研究を概観する。

２．１ トークン，キープ，タリー

古代の会計において，その記録手段として知られている人工物が，メソポタミア文明遺跡

で発掘されたトークン（token）である。文字と会計に関する Denise Schmandt-Besseratの

一連の研究を受けて，会計史研究者にも古代の会計に関する研究が現れるようになった。代

表的なのがMattessichの一連の研究である（Mattessich, 1987, 1989, 1994, 1998a, 1998b,

2000）。Mattessichの研究は記録の技術的な側面により大きな注目を与えるものであったが，

後に古代の会計をより大きな文脈の中で考察する研究が現れるようになった。古代の会計の

研究成果にもとづき，会計と文字，そして貨幣の関係について探求した Ezzamel and Hoskin

（2002），古代文明における会計と会計責任概念を考察した Carmona and Ezzamel（2007），

などがその例としてあげられよう。

無文字社会の会計記録として研究で取り上げられるもう一つの人工物がキープ（quipuま

たは khipu）である。キープとは，インカ帝国において用いられていた綿または毛で編まれ

たロープの束で，そのロープにつけられた結び目や色が情報を保管し，伝達する役割がある

とされてきた。キープと会計の関わりに関する言及は古くから見られ，Keister（1964），Ja-

cobsen（1964），Yeakel（1983）などに見られる。しかしながら，より詳細な研究が現れたの

は1990年代以降のことである。Urton（1998）ではキープの翻訳にもとづき記録内容を検討

し，また Schmidt and dos Santos（2017）では先行研究に基づきながらキープが会計責任を

果たすための道具として，また租税管理のために利用されてきたことが示されている
1）

。

無文字社会ではないが，文字を用いない会計記録としてしばしば会計史研究において言及

されるのがタリー（tally）である。タリーとは，ヨーロッパ社会で用いられた人工的な切り

込みの入った木片のことで，刻み込まれる切り込みの場所や数によって金額が表示された。

切り込みの入ったタリーは垂直方向に二分割され，債権者と債務者が同じ切り込みを持つタ

リーを半分ずつ所有し，タリーは債権債務の証憑として用いられてきた。Baxter（1989）は，

イングランドで用いられたタリーを中心として，それが公私双方の領域で広く用いられ，

様々な機能を獲得してきたことを示している
2）

。また，Lemarchand et al.（2014）では，タリー

が債権・債務を表示するための道具であると同時に，当事者間の信頼を形成する人工物でも
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あったことが主張されている。

これらの，文字によらない会計記録に関する研究は，それらが今日において標準的と考え

られる記録手段とは異なるものの研究である一方，手段にかかわらず現在にも通じるような

会計責任に関する機能を果たしていたことが強調されている。

２．２ 製本簿の限界の克服と人工物

製本簿は，ページの加除が不可能であるため，複数のページに同時に記入することができ

ない。加除不能という特性は，帳簿の信頼性を担保するためには重要な特性であると考えら

れるが，記帳を行う企業が成長し，記録の対象となる取引の数が増大すると適時に記録を行

うことが難しくなる。製本簿の物理的な制約を克服するため，会計職能を果たす様々な人工

物が市場に導入された。これらの人工物は，最終的には会計の機械化，コンピューター化を

もたらすこととなる。機械やコンピューターの展開について概観している Stoner et al.

（2020）や Kee（1993）に従い，特に機械化において用いられた人工物と，それらに関わる研

究を見ていく。

製本簿の制約を回避するために開発されたのが，19世紀末より販売されるようになった

ルーズリーフ式帳簿である。ルーズリーフ式帳簿のページの加除が可能であるという特徴は，

製本簿の持つ特徴の裏返しであった。市場に導入された当初は安全性への懸念が存在したが，

これらは徐々に受容されていくようになった（Wootton and Wolk, 2000）。このルーズリー

フ式帳簿は，独立して利用された訳ではない。帳簿への記入に際して同時に用いられたのが

タイプライター（typewriter）とカーボン紙であり，文書や記録作成のコストを削減したこ

とが示されている（Stoner et al., 2020）。

また，19世紀後半から20世紀初頭より，様々な機械が会計職能に導入されるようになった。

キャッシュ・レジスターや，加算を行いその結果を仕訳帳や元帳の形式で出力する転記機

（posting machine）などが用いられるようになった（Kee, 1993）。さらに様々な機械は組み

合わされ，パンチカードシステムを構成するようになった。削孔機（key punch, gang

punch）で穴を開けられたカードを会計機（tabulating machine）が読み取って集計すること

により，大量の会計データを高速に処理し，会計帳簿の形で出力することが可能となったの

である。これらの機械はコンピューターが企業に導入され始めた後も用いられ続けた。

会計の機械化やコンピューター化については，比較的最近の事象であるためか，単一ケー

スに基づく事例研究が比較的多く見られる。会計史の専門誌の一つである Accounting, Busi-

ness and Financial History
3）

は2004年に「20世紀銀行業における機械化と技術変化の経営史・

金融史」と題する特集号を刊行し，その中には会計処理を行う機械やコンピューターの導入

の過程や，導入に伴う影響などが考察されている（Bátiz-Lazo and Boyns, 2004 ; Bonin, 2004 ;
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Billings and Capie, 2004
4）

）。また，Campbell-Kelly（1998）ではイギリスの Post Office Savings

Bankにおけるルーズリーフ式会計や機械の導入が検討され，最終的に導入されるまでの過

程を研究し，機械化が遅れた理由について考察している。

会計職能における機械化は，会計職能の性質を変化させるものでもあった。Cooper and

Taylor（2000）は，機械化に伴う職場の変化について考察している。19世紀の簿記係等の事

務員は，現代のミドルマネジメントと同様の，より下位の職層と比して安定的な，男性が務

める職業であると考えられてきた。原始証憑データを集計し，計算し，そして会計書類へと

まとめていく過程，また，計算された金額を例えば請求書などの文書として出力していく事

務作業業務には，一定の技能が要求されていたのである。しかし，機械の導入に伴いこれら

の作業はより定型的な，技術を要求しない業務となり，業務を担当する者も男性から女性へ

と変化していったとされる
5）

。同様の，機械化に伴う職務の性質の変化は Kee（1993）やWoot-

ton and Kemmerer（1996）にも示されている。19世紀「簿記から会計」への変化（Littleton,

1933）を理解しようとするとき，会計技術を支える周辺への理解が必要であろう。

3 人工物としての会計記録

現存する会計記録を資料として考えるとき，従来の研究は会計技術の側面や，記録の示す

経済的事実に主な焦点が当てられてきたといえよう。他方，これらの側面に加え，会計記録

を歴史的な人工物として捉える研究も，数は多くはないが存在している。

Francis and Samkin（2014）は，会計人工物（accounting artefacts）という概念を前面に

出して行った研究の一つである。彼らは，伝統的に帳簿に代表される会計記録が，実証的な

会計史研究において重要視されてきたが，これが唯一の情報源となるべきではなく，また，

会計記録は単に企業や組織の貨幣的記録としてのみ，また財務パフォーマンスを測定するた

めの資料としてのみ用いるべきものではないことを主張している。彼らが人工物として取り

上げたのは，別の研究プロジェクトの調査中に偶然に発見された衣服に関するコストの見積

表であった。これは，一枚の紙片に過ぎないが，この紙片がいかに豊かな歴史的資料として

有用であるかを示す事例として，北アメリカ大陸先住民族の事例を用いて説明した
6）

。

Jeacle（2009）は，総勘定元帳を会計的人工物と捉え，総勘定元帳が過去の取引を記録し

ただけのものではなく，より広範な社会的事件についての歴史的証言を提供するものである

ことを指摘している。Jeacleが参照した映画館のチケット売場の元帳には，貨幣的な取引記

録だけではなく，当時の競争環境や気候といった質的な情報が併せて記録されていた。会計

記録は，会計と日常生活の関わりを示す資料でもあるとされる。

また，Lemarchand et al.（2014）は，資本主義社会の生成に対する複式簿記の役割に関す

る研究
7）

史に関して，実際の帳簿を取り上げて議論を提供している。この研究で検討の対象と
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された人工物は，19世紀のナントに拠点を置くフランス商人である Chaurand家の交互計算

勘定（current account）の記録である。Chaurand家は商品売買に加え船舶の所有や艤装，

保険，金融，為替，銀行など様々な業務を自己名義，パートナーシップ，さらには代理人と

して実施するという複雑な取引関係を有しており，その中で，取引状況によって債権と債務

が入れ替わる交互計算勘定は決定的に重要であった。記録内容の検証の結果，資本主義的な

期間利益計算は実施されない一方，交互計算勘定が活用されていたことを示している。結論

として交互計算勘定はパートナー間での信頼を醸成する媒介となり，商人ネットワークを維

持し拡張する機能を果たしていたことが主張される。Lemarchand et al.（2014）は，交互計

算勘定を認知的人工物と捉え，会計記録の実際の利用のされ方を歴史的に検討することの重

要性を示している。

会計記録を人工物とする視点は，人工物を文書資料以外の資料と見なす視点からは異質な

ものである。しかし，会計記録を対象とした研究からは，文書資料としての会計記録の利用

方法について，伝統的な計算機構に着目する研究以外の観点から記録を見直すことが可能で

あることが指摘されているといえよう。

4 人工物とその周辺

会計史領域における人工物の研究として，帳簿等の記録手段以外のものに着目した研究は

多くはない。数少ない近年出版された研究が，Sokolov et al.（2023）であり，そこではロシ

アそろばん（schoty）が研究対象となっている。ロシアそろばんの起源や利用方法を説明し

た後，それが社会の中でどのような場所でいかに利用されているかを，19世紀から20世紀の

テキストや，ロシアそろばんについての記載のある様々な文章，そしてそれが描かれている

美術作品を検討し，ロシアそろばんが会計やビジネスと密接に結びついたもので，当時のロ

シア社会の中で特別な位置を占めていたと結論づけている。

会計史に利用可能な帳簿以外の人工物として，Bisman（2009）は国勢調査を取り上げた。

国勢調査は，プロフェッション研究や，会計史研究においても有用な資料となることを，植

民地時代のオーストラリアの国勢調査のデータを例として論じている。同様に，Lee（2022）

は，18世紀の人名録を取り上げ，英語圏での人名録をプロフェッション研究に利用すること

についての強みと弱みについて論じている。

研究の数は決して多くはないが，これらの研究は会計記録以外の人工物にも注意を向ける

ことにより，実践としての会計をより広い文脈からの理解を可能とすることを示している。

5 結びにかえて

これまで，会計史研究において人工物を対象とする研究を示してきた。これらの研究のう
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ち，明示的に人工物という概念を用いているものは多くない。また，これら研究は，特定の

方法論や理論的背景に基づくものではなく，多種多様な理論的観点から論じられてきた。一

見すると統一性を持たない研究であるが，会計を記録だけでなく，その周辺にある人工物に

まで目を向けることにより，様々なことが明らかになることが示唆された。

まず，記録手段としての人工物への研究は，会計という行為の普遍性を示すものであった。

たとえ文字でないとしても，記録を行うということ，とりわけ会計上の記録という行為の背

景には，会計責任の存在が明らかにされてきた。他方，機械が製本簿に変わって用いられる

ようになるとき，会計職能の変化が見られた。簿記と会計への分化，職場の性別構成の変化

などは，機械の導入を直接的な契機とするものであった。人工物は，会計変化をもたらす要

因であり，すでに存在する業務を代替し，効率化するだけのものとしての理解にとどまって

はならないことが強調されてきたのである。

このような人工物は，人と関わり，また他の人工物と組み合わさることにより，さらにそ

の機能や環境に変化をもたらしてきた。会計の機械化は，すでに存在していた機械を組み合

わせ，単一の機械に統合することにより，また複数の機械を組み合わせてシステムとして運

用するとき，より大きな力を得るようになった。また，機械化はそれを運用する人々の行動

や動作を変え，ある人工物を不要に，また別の人工物を必要とするように環境を変化させる。

本稿で取り上げた研究では人工物を単独で捉える研究が多かったが，人工物が他の要素と関

わることに着目することにより，さらなる研究の可能性が存在していると考えられよう。

会計は様々な人工物に取り囲まれている。そこにあることが当然と思われるものを見直し，

その経緯を探求することにより，新たな研究の可能性が存在しているといえよう。

注

1）キープを複式簿記と同等であるかを検討する研究も存在しているが（ Jacobsen, 1964, Buck-

master, 1974），資料的裏付けに乏しいため，研究は停滞していたと考えられる。近年，Urton and

Brenzie（2005）など，キープの解読が進んだ結果，その会計的役割を強調する研究が現れるよ

うになっている。

2）タリーによる記録を計算するために，チェッカーボード（checkerboard）が用いられた（Bax-

ter, 1989）。

3）現在は Accounting History Reviewと名称が変更されているが，以前より会計史研究を主とする

雑誌であった。

4）特集号には経営史・金融史の側面からの研究も含まれている（Matthews and Tripe, 2004 ;

Booth, 2004 ; Canato and Corrocher, 2004 ; Rishi and Saxena, 2004 ; Seltzer, 2004）。

5）ただし，この変化が新しい機械の導入によって直ちに生じたのかについては検討する必要があ

る（Scranton and Fridenson, 2013）。

6）当該論文の中で，会計記録の役割に関する先行研究として参照しているのは，Fleischman and
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Tyson（2004）であり，そこでは，奴隷を用いたプランテーション農園において，会計が奴隷の

人間的な側面を完全に無視し，そして貨幣的に測定することにより人種差別的な社会制度を強化

する役割を果たしたことが示されている（Fleischman and Tyson, 2004 : 376）。

7）資本主義の成立に対する複式簿記の役割は，「ゾンバルトの命題」として議論の対象となって

きた。Bryer（2000a, 2000b）以降，資本の社会化と利用資本利益率を鍵概念として複式簿記と資

本主義の関わりについて論じる研究が多数生じるようになっている。Lemarchand et al.（2014）

での議論も参照。
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